
2026近畿・大阪大会キックオフ
近畿地方協議会通常総会・幹事会　コンパクトＤＸ導入セミナー

和歌山の地にジャグラの声響き和歌山の地にジャグラの声響き
去
る
4
月
18
日
（
金
）、
ジ
ャ
グ
ラ
近
畿
地
協
の
総

会
が
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
2
0
2
6
年
に
大
阪
で
開

催
さ
れ
る
ジ
ャ
グ
ラ
近
畿
・
大
阪
大
会
の
実
行
チ
ー

ム
に
よ
る
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
で
は
、「〈
近

畿
は
ひ
と
つ
〉
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
小
幡
運
営

委
員
長
、
木
原
実
行
委
員
長
が
中
心
と
な
り
、

2
0
2
6
年
の
近
畿
・
大
阪
大
会
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ジ
ャ
グ
ラ
本
部
か
ら
岡
本
泰
会
長
、
東

京
大
会
P
R
特
使
と
し
て
、
原
田
大
輔
副
会
長
が
来

賓
と
し
て
、
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
り
、
近
畿
2
府
4

県
か
ら
い
つ
も
よ
り
多
彩
か
つ
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が

和
歌
山
の
地
に
参
集
し
ま
し
た
。

総
会
お
よ
び
近
畿
地
協
幹
事
会
は
、
和
歌
山
の
松

下
忠
氏
を
引
き
続
き
会
長
と
し
て
再
任
し
た
後
、
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
グ
ラ
の
肝

い
り
事
業
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
D
X
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
導
入
報
告
が
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
行
わ
れ
、
34

名
の
出
席
を
得
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
産
性
向
上
委
員
会
委
員
長
　
宮

﨑
真
氏
（
㈱
ニ
シ
キ
プ
リ
ン
ト
）
お
よ
び
M
I
S
研

究
委
員
会
副
委
員
長
　
山
本
康
彦
氏
（
山
五
青
写
真

工
業
㈱
）
の
報
告
で
な
さ
れ
、
成
功
事
例
と
し
て
、

現
地
和
歌
山
の
清
水
印
刷
㈱
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
グ
ラ
会
員
の
コ
ア
な
事
業
規
模
は
従
業
員
5

名
、
年
商
規
模
1
億
円
未
満
と
定
義
づ
け
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
層
の
組
合
員
に
対
す
る
D
X
化
や
事
業
承

継
の
支
援
取
組
に
つ
い
て
、
着
実
に
成
果
が
出
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
ま
も
な
く
東
京
大
会
、

来
年
は
近
場
で
近
畿
・
大
阪
大
会
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ

グ
ラ
の
取
り
組
み
で
社
業
を
発
展
さ
せ
て
い
る
仲
間

と
交
流
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
O
G
S
組
合
員
の

み
な
さ
ま
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
編
集
部
）

ジャグラ近畿地方協議会通常総会　概要
●会場　ホテルグランヴィア和歌山
13:30~15:00　2026近畿・大阪大会キックオフ
15:30~16:30　第69回通常総会　（終了後　近畿地協幹事会）� 出席者 32名
16:40~17:40　�ジャグラコンパクトDX導入セミナー�

生産性向上委員会　委員長 宮﨑　真　（株）ニシキプリント�
MIS研究委員会　　副委員長 山本康彦　山五青写真工業（株）

� 出席者 34名
18:00~	 　　 懇親会� 出席者 35名

ジャグラ近畿・大阪大会へむけ、木原実行委員長から力強くキックオフ

駆けつけて頂いた岡本会長（右）と
山本康彦　中国地協会長（中）
宮﨑　真　生産性向上委員委員会委員長（左）

懇親会もエネルギッシュに

No.49 9  2025.5   May

No.499

20252025

5
May

OGS
オ ー ジ ー エ ス ニ ュ ー ス大阪府グラフィックサービス

協同組合広報誌



利
益
よ
り
も
重
要
な�

�

も
の
を
理
解
し
よ
う

　

Ｐ
Ｌ
の
構
造
は
簡
単
で
、
一
番
上
に

売
上
（
収
入
）
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
下
に
経
費
（
支
出
）
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。
売
上
が
経
費
よ
り
多
け
れ
ば

そ
の
分
黒
字
、
逆
な
ら
赤
字
と
い
う
構

造
で
す
。
Ｐ
Ｌ
の
中
に
は
5
種
類
の
利

益
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
企
業
の

収
益
性
を
測
る
う
え
で
最
も
重
要
と
さ

れ
る
の
が
経
常
利
益
で
す
。

　

こ
の
経
常
利
益
が
売
上
高
に
対
し
て

10
％
以
上
あ
れ
ば
高
収
益
企
業
と
言
わ

れ
ま
す
。
で
は
お
カ
ネ
の
プ
ロ
で
あ
る

金
融
機
関
が
企
業
の
決
算
書
の
経
常
利

益
を
そ
の
ま
ま
見
て
、
収
益
性
を
判
断

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
も
う
一
段
深

い
と
こ
ろ
、「
こ
の
会
社
は
本
当
に
儲

か
っ
て
い
る
か
（
お
カ
ネ
が
増
え
て
い

る
か
）」
を
資
金
収
支
の
目
線
で
見
て

い
ま
す
。
社
長
が
「
我
が
社
は
利
益
が

出
て
い
る
優
良
企
業
だ
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
金
融
機
関
は
逆
の
見
方
を
し
て

い
る
こ
と
は
、
ま
ま
あ
る
よ
う
で
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

金
融
機
関
が
見
て
い
る�

 �

の
は
「
経
常
収
支
」

　

Ｐ
Ｌ
の
利
益
が
そ
の
企
業
の
収
益
性

を
そ
の
ま
ま
表
し
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
3
月
決
算
の
会
社
が
利

益
調
整
の
た
め
本
来
4
月
に
計
上
す
べ

き
案
件
の
売
上
を
3
月
に
前
倒
し
計
上

し
た
と
し
ま
す
。
仕
事
が
仕
掛
か
っ
て

い
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
売
上
に
は
原

価
が
発
生
し
な
い
た
め
売
上
が
ま
る
ま

る
利
益
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
翌
期
4

月
に
は
逆
に
売
上
ゼ
ロ
に
対
し
原
価
が

ま
る
ま
る
か
か
る
た
め
赤
字
の
先
送
り

と
な
り
ま
す
。

　

社
長
の
役
員
報
酬
を
月
30
万
と
し
て

い
る
会
社
が
社
長
の
親
族
の
生
活
費
補

填
の
た
め
に
役
員
貸
付
金
と
し
て
月

1
0
0
万
資
産
計
上
し
た
と
す
る
と
、

そ
の
年
間
1
2
0
0
万
は
、
実
態
は
経

費
で
す
が
Ｐ
Ｌ
に
は
計
上
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
監
査
法
人
を
経
な
い

未
上
場
企
業
の
Ｐ
Ｌ
は
経
営
者
と
税
理

士
に
よ
っ
て
百
あ
れ
ば
百
通
り
と
言
わ

れ
て
お
り
、
企
業
の
収
益
性
を
そ
の
ま

ま
測
る
に
は
安
定
性
に
欠
け
る
と
い
う

の
が
金
融
機
関
の
見
方
で
す
。

　

で
は
彼
ら
は
Ｐ
Ｌ
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
利
益
で
は

な
く
収
支
（
お
カ
ネ
の
増
減
）
で
見
て

い
ま
す
。
財
務
諸
表
に
は
出
て
き
ま
せ

ん
が
、
実
は
企
業
の
収
益
性
を
測
る
の

に
最
も
重
要
視
し
て
い
る
の
が
「
経
常

収
支
」
と
い
う
指
標
に
な
り
ま
す
。
金

融
機
関
の
実
務
と
し
て
の
経
常
収
支
の

計
算
方
法
は
全
て
の
資
産
勘
定
か
ら
実

態
の
経
費
を
割
り
戻
す
な
ど
、
か
な
り

複
雑
で
す
。
筆
者
が
実
際
に
使
用
し
て

い
る
簡
易
版
経
常
収
支
の
計
算
方
法
を

別
表
に
記
し
て
お
き
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

「
経
常
収
支
比
率
」
も�

�

把
握
し
よ
う

　

売
上
が
急
増
し
て
運
転
資
金
も
急

増
し
た
、
支
払
い
サ
イ
ト
を
変
更
し

た
、
な
ど
特
殊
要
因
が
な
い
限
り
、
本

当
に
儲
か
っ
て
い
る
（
お
カ
ネ
が
増

え
て
い
る
）
企
業
は
経
常
収
支
比
率

が
必
ず
1
0
0
％
以
上
に
な
り
ま
す
。

1
0
5
％
以
上
あ
れ
ば
か
な
り
収
益
性

が
高
い
企
業
だ
と
思
い
ま
す
。
金
融
機

関
融
資
を
活
用
し
て
い
る
企
業
が
注
意

し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
表
面
Ｐ
Ｌ

だ
け
見
て
い
る
企
業
側
と
実
態
収
益
を

経
常
収
支
で
見
て
い
る
金
融
機
関
側
と

で
隔
た
り
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

で
す
。

①�

経
常
利
益
は
黒
字
＝
経
常
収
支
比
率

も
1
0
0
％
以
上

　

�

堅
調
企
業
と
見
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
。

②�

経
常
利
益
は
赤
字
＝
経
常
収
支
比
率

は
1
0
0
％
以
上

　

�

大
き
な
投
資
を
行
い
減
価
償
却
が
多

額
に
な
っ
た
場
合
等
、
会
計
は
赤
字

資
金
繰
り
黒
字
の
状
態
で
す
。
赤
字

が
連
続
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

③�

経
常
利
益
は
黒
字
＝
経
常
収
支
比
率

は
1
0
0
％
以
下

　

�
特
殊
要
因
が
な
い
限
り
、
金
融
機
関

は
実
態
は
赤
字
と
判
断
し
そ
の
原
因

を
突
き
止
め
よ
う
と
子
細
な
質
問
を

し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　企業のホームドクターといわれる顧問の税理士、会計士の先生
方。頼りになる存在ですが、多くの経営者が錯誤してしまうのは、
この人たちにおカネ（経営や財務と言い換えておきます）の相談
をしてしまうことです。税理士はPLに基づいて法人税を計算す
る人、会計士は決算書を監査する人です。PLにはおカネのこと
は一言も書いてありません。税金の計算に本当に企業におカネが
残っているか（儲かっているか）は関係ありません。
　銀行員が融資先の社長に「売掛金がかなり増えてますけど回収
サイトが変わりましたか？」といった質問をしたとします。こう
いった資産勘定の変化は毎月試算表でBSを確認しないとわかり
ませんので、そのまま「経理担当や顧問税理士に聞いてくれ」と

投げる社長がいます。当然、外部の税理士にはわかりませんので
曖昧な回答となり、銀行から実態がよくわからない会社として警
戒されることになります。
　融資の相談の際に顧問税理士を連れていき、自分はほとんど話
さない社長も同じで、それでは話にならず、銀行は融資をしたく
てもできないということになるでしょう。「おカネのことは他の
人がやってくれるので、僕は営業してるんです」という社長に会
うこともあります。年商が何十億もあって財務担当役員がいるな
らともかく、年商5億レベルの会社の社長がそれでは、金融機関
や仕入先からは相手にされないでしょう。会社のおカネの流れは、
経営者である自分自身が最低限把握しておかねばなりません。

税理士・会計士は おカネのプロではありません

第一弾ではバランスシート（以下BS）は両建てで見ましょう、第2弾ではBSは表面
ではなく実態をみましょうというお話を書きました。第3弾では損益計算書（以下
PL）について、おカネのプロである金融機関と同じ目線に立ちましょうというお話
を書きます。�

（OGS副理事長　木原庸裕　㈱遊文舎）

と
っ
て
も
大
事
な
お
カ
ネ
の
は
な
し
第
３
弾

おカネの専門家＝金融機関の「目線」に立ちましょう
その利益、

4

おカネになってますか？
4 4 4 4 4 4 4 4 4 444

ご注意
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は
な
く
、
③
の
状
態
で
「
表
面
上
は
黒

字
だ
け
ど
本
当
は
赤
字
で
お
カ
ネ
が
無

く
な
っ
て
倒
産
し
た
」
の
が
実
態
で
す
。

最
も
健
全
な�

　

デ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

金
融
機
関
融
資
の
仕
組
み
の
基
本
中

の
基
本
、
格
付
け
シ
ス
テ
ム
を
ご
説
明

し
ま
す
。

　

金
融
機
関
は
融
資
先
企
業
か
ら

決
算
書
を
入
手
す
る
と
、
中
小
企

業
信
用
リ
ス
ク
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（credit Risk Datebase

）
通
称

C
R
D
を
活
用
し
て
、
財
務
分
析
す

る
「
C
A
S
T
E
R
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
上
で
各
指
標
を
入
力
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
第
一
次
の
定
量
評
価
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
は
早
け
れ
ば
3
日
ほ
ど

で
で
き
る
そ
う
で
す
。
先
ほ
ど
の
経
常

収
支
の
計
算
な
ど
も
一
瞬
で
で
き
る
そ

う
で
す
。
こ
こ
で
異
常
値
が
出
て
く
る

と
（
売
掛
債
権
が
急
増
し
て
経
常
収
支

比
率
が
1
0
0
％
を
大
き
く
割
り
込
ん

で
い
る
等
）、
要
確
認
項
目
と
し
て
担

当
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

担
当
者
は
そ
れ
プ
ラ
ス
雑
勘
定
の
内
容

を
勘
定
科
目
明
細
か
ら
極
力
読
み
解
い

た
う
え
で
顧
客
に
確
認
、
実
態
Ｂ
Ｓ
を

作
成
し
ま
す
。
こ
れ
が
第
2
次
定
量
評

価
。
こ
れ
に
数
字
に
表
れ
な
い
企
業
の

強
み
等
、
定
性
評
価
を
加
味
し
て
、
債

務
者
区
分
に
よ
り
格
付
け
を
行
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
を
決
算
書
を
入
手
し
て
か
ら

2
か
月
以
内
に
行
う
ル
ー
ル
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

【
格
付
の
内
容
】

*�

6
段
階
程
の
ラ
ン
ク
付
け
あ
り

��

正�

常
先
…
事
業
が
堅
調
で
債
務
履
行
に

懸
念
が
な
い　

要�

注
意
先
…
業
績
が
低
調
で
、
債
務
履

行
に
懸
念
が
あ
る

要�

管
理
先
…
要
注
意
先
の
中
で
リ
ス
ケ

や
延
滞
等
履
行
に
問
題
が
出
た

*�

こ
れ
以
下
は
追
加
融
資
不
可

破�

綻
懸
念
先
…
深
刻
な
業
績
低
迷
が
続

き
、
倒
産
の
可
能
性
が
高
い

実�

質
破
綻
先
…
破
綻
懸
念
先
で
業
務
実

態
が
な
い

破
綻
先
…
銀
行
取
引
停
止
等
破
綻
し
た

【
格
付
結
果
に
基
く
取
り
組
み
方
針
】

積�

極
対
応
…
業
績
堅
調
、
シ
ェ
ア
を
拡

大
し
た
い
（
貸
し
た
い
）

実�

需
対
応
…
積
極
的
に
シ
ェ
ア
拡
大
と

ま
で
は
い
か
な
く
て
も
実
需
に
応
じ

融
資
を
実
行
で
き
る

業�

況
注
視
…
資
金
需
要
の
内
容
に
応
じ

都
度
融
資
を
検
討
で
き
る

消�

極
対
応
…
業
況
が
不
安
定
で
で
き
れ

ば
融
資
は
避
け
た
い　

�

*�

プ
ロ
パ
ー
融
資
は
不
可

回�

収
方
針
…
新
規
融
資
は
N
G　

�

*�

短
期
コ
ロ
ガ
シ
、
当
座
貸
越
は
継
続

不
可

銀
行
融
資
の�

�

種
類
に
つ
い
て

　

一
口
に
銀
行
融
資
と
言
っ
て
も
種
類

が
あ
り
ま
す
。
下
に
行
く
ほ
ど
審
査
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。

④�

経
常
利
益
は
赤
字
＝
経
常
収
支
比
率

も
1
0
0
％
以
下

　

�

会
計
上
も
資
金
繰
り
も
マ
イ
ナ
ス
の

深
刻
な
状
態
で
す
。
早
急
な
立
て
直

し
が
必
要
で
す
。

④
の
状
態
が
長
く
続
く
よ
う
だ
と
存
続

そ
の
も
の
が
危
う
い
と
い
う
の
は
だ
れ

で
も
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
③
の
状

態
は
あ
る
意
味
そ
れ
以
上
に
危
険
で
す
。

な
ぜ
な
ら
経
営
者
は
黒
字
と
思
っ
て
い

て
も
お
カ
ネ
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る

（
本
当
は
赤
字
）
わ
け
で
す
か
ら
、
資
金

手
当
て
が
必
要
で
す
が
、
金
融
機
関
は

警
戒
し
て
手
を
引
い
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
「
黒
字
倒
産
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
不
思
議
な

こ
と
に
黒
字
な
の
に
倒
産
し
た
」
の
で

（
四
面
へ
続
く
）

おカネの専門家＝金融機関の「目線」に立ちましょう
その利益、

4

おカネになってますか？
4 4 4 4 4 4 4 4 4 444

経常収支＝

別表●簡易版 経常収支計算法

※�増加値が減少している場合はプラスマイナスを逆にしてください。�
この数値が1年間でその企業が実際に稼いだおカネになるはずです。

＋

＋

−

−

＋

＋

−

− −🅐売上
（PLに記載）

🅓営業外収益
（PLに記載）

🅕減価償却費
（PLおよび製造原価報告書に記載）

🅖売上債権増加額
（2期分のBSを比較）

🅗棚卸資産増加額
（2期分のBSを比較）

🅘仕入債務増加額
（2期分のBSを比較）

🅙貸倒引当金増加額
（2期分のBSを比較）

🅔営業外費用
（PLに記載）

🅑売上原価
（PLに記載）

🅒販管費
（PLに記載）

経常収支比率＝

÷ ＋

＋ −

− −

＋

＋（
（

）

）

−🅐売上
（PLに記載）

🅑売上原価
（PLに記載）

🅔営業外費用
（PLに記載）

🅗棚卸資産増加額
（2期分のBSを比較）

🅙貸倒引当金増加額
（2期分のBSを比較）

🅕減価償却費
（PLおよび製造原価報告書に記載）

🅘仕入債務増加額
（2期分のBSを比較）

🅒販管費
（PLに記載）

🅓営業外収益
（PLに記載）

🅖売上債権増加額
（2期分のBSを比較）
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1 木
2 金
3 土
4 日
5 月
6 火
7 水
8 木
9 金
10 土
11 日
12 月
13 火
14 水
15 木
16 金 大印工総代会
17 土 平成会総会

18 日
19 月
20 火
21 水
22 木
23 金
24 土
25 日
26 月

27 火
ＯＧＳ総会・役員会　（ホテル日航大阪）
　※　15：30-16：30　　打合せ・役員会
　　　17：00-17：30　　総会　（受付は16：30より）
　　　18：00-20：00　　懇親会　（受付は17：30より）

28 水
29 木
30 金
31 土

5月の活動予定 状況により中止・変更の可能性もあります

6 月21日㈯　ジャグラ文化典 東京大会（創立70周年記念）

6月以降の予定

役 員 会 報 告

ジャグラ文化典 東京大会
（創立70周年記念）

2025年 6月21日（土）

5月27日（火）
ＯＧＳ通常総会
ホテル日航大阪　
　総会：17時　　懇親会：18時　
詳細は別紙ご参照ください

（ＯＧＳニュース同封＆ＦＡＸにてご案内）
総会のみのご出席も可能です。皆さまふるってご出席ください。

ジャグラ近畿・大阪大会
※総会・文化典・懇親会は20日（土）※
2026年 6月19日（金）〜22日（月）

手�

形
割
引
…
受
取
手
形
を
担
保
に
融
資

を
受
け
る
こ
と
。

手�

形
貸
付
…
自
社
が
手
形
を
銀
行
に
振

り
出
し
て
融
資
を
受
け
る
こ
と
。
3

か
月
～
半
年
位
の
期
限
で
借
り
換
え

前
提
と
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
短

期
コ
ロ
ガ
シ
と
も
い
う
。

証�

書
貸
付
…
い
わ
ゆ
る
長
期
。
5
年
か

ら
10
年
か
け
て
毎
月
均
等
に
約
定
弁

済
し
て
ゆ
く
。
こ
の
融
資
を
マ
ル
ホ

で
な
く
プ
ロ
パ
ー
で
実
行
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
。

当�

座
貸
越
…
枠
と
も
言
う
。
1
年
の
期

限
内
に
枠
の
範
囲
内
で
出
し
入
れ
自

由
の
融
資
枠
を
も
つ
。

銀�

行
保
証
付
私
募
債
（
社
債
）
…
融
資

で
は
な
く
、
銀
行
が
企
業
の
保
証
を

し
て
市
中
か
ら
集
め
た
資
金
を
仲
介

す
る
。
業
績
低
調
で
低
格
付
の
先
に

は
当
然
発
行
さ
れ
な
い
。
基
本
は
半

年
ご
と
の
償
還
が
必
要
だ
が
、
信
用

度
が
相
当
高
い
企
業
に
対
し
て
は
3

年
か
ら
5
年
後
の
期
日
一
括
償
還
で

発
行
す
る
。
3
年
か
ら
5
年
は
絶
対

に
安
泰
な
企
業
だ
と
銀
行
に
思
わ
せ

る
必
要
が
あ
る
た
め
審
査
は
最
も
厳

し
い
。

マ
ル
ホ
融
資
・
プ
ロ
パ
ー
融
資
に
つ
い

て
は
、
次
回
「
お
カ
ネ
の
は
な
し
」
最

終
弾
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

日　時：2025年 4 月17日（木）　18：00より
場　所：JP ビル 8 階会議室
出席者： �小幡理事長、岡副理事長、黒木副理事長、 

佐藤専務理事、田治理事、田中理事、東條理事、 
宗次理事、山本理事 
オブザーバー： 
ジャグラ本部　岡本会長、平成会　青木会長

報告事項　その他

【ジャグラ本部・近畿地協】　岡副理事長
　・�6 月開催　東京大会（ジャグラ70周年記念大会）について

【OGS】　小幡理事長
　・�来年の新年互礼会　 

1 月15日（木）   ウエスティンホテル大阪に決定
　・�5 月27日 OGS 総会関連（総会資料、決算、予算その他）

について
　・�総会費用について　負担金額の変更承認

【青年部】　青木会長・田治理事
　・�4 月10日（ ４ 月１９日（土）　SPACE-21総会　（東京・大塚

商会本社）
　・�平成会総会の日程変更　 5 月16日→17日（土）に開催

【2026ジャグラ近畿・大阪大会】　宗次理事
　・�4 月 2 日　臨時ミーティング…他に有力な代替案が現状

なく、従来通りの日本旅行・リーガロイヤル案で進行す
ることで合意

　・�4 月15日　日本旅行と打ち合わせ（木原氏、宗次氏）
　　�詳細については明日18日和歌山でのキックオフミーティ

ングで発表

【シニア会】
　・�5 月以降に開催検討中

【その他】
　・ 6 月以降の役員会日程
　　 6 月24日（火）、 7 月15日（火）、 8 月19日（火）
　　いずれも18時より　ＪＰビル 8 階会議室

（
三
面
よ
り
）
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